
①まちの現状把握

地域住民と本学学生の交流意識調査

キャンパス内は車両通
行ルールによって、歩
行空間と車両通行路が
分断されている。また
車両通行路にはハンプ
も設置され速度抑制対
策も行われており、歩
行者の安全が確保され
ている。

その他（アンケート・ヒアリング調査より）
・まちの高齢化が進み、住人が減少してきている。
（町内会長）
・名工大の下宿生が減ってきている。（町内会長）
・昔はイベントを通して学生とのコミュニケーション
はあったが、今では全く無い。住民間では老人
会などでコミュニケーションを行っている。
（町内会長）
・近隣小学校は運動会や選挙の投票所などで
施設提供を行うなど、 名工大に比べ地域との
関わりが高い。（自由記述より）
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Ｑ 学内を通ったことがありま
すか？

Ｑ 学内を通る際の目的は
何ですか？
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Ｑ 大学と地域の小学校の
関わりの違いは？
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Ｑ 大学周辺の主な
利用施設は？
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調査結果より・・・
地域住民は、名工大を通った経験のある人は
多い一方で、昔と比べると大学と周辺地域の
関係は希薄になりつつあると考えられる。

車両一方通行の構内 歩車分離された道路

ハンプによる速度抑制 車両進入禁止の広場

周辺施設を利用する際の安全なアクセス路と
して学内道路を提供することで、大学と地域

間の新たな関係を模索する。
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Ｑ 名工大の学生と（地域住民と）
交流したいと思いますか？

Ｑ 名工大の学生と（地域住民と）
交流することに抵抗を感じますか？

地域住民の方のほうが
交流する意欲は高い。

地域住民の方のほうが
交流することに抵抗を感じていない。
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地域住民は交流することに肯定的

学生は交流することに否定的

地域住民の年齢属性
（男性65％、女性35％）

20代未満

0%

30代

22%

40代

8%50代

8%

60歳以上

62%

学生の年齢属性
（すべて男子学生）

2年
33%

3年
33%

4年
16%

M1
15%

M2
3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（1）活発で明るい

（2）教養がある

（3）親近感がわく

（4）地域住民と関わりを

持とうとしている

思う やや思う どちらともいえない あまり思わない 思わない

Ｑ 名工大の学生のイメージに
ついてどのように感じますか？
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地域住民
の回答

学生の
回答

Ｑ 以下のイベントを行う場合、参加したいと思いますか？
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Ｑ 以下の大学周辺の施設についてどのくらいの頻度で利用していますか？
（利用頻度高い：５ ～ 利用頻度低い：１）

地域住民の回答 学生の回答

地域住民・学生ともにスーパーやコンビニの利用頻度が高い。

地域住民・学生ともにフリーマーケットの割合が高い一方で、
地域住民の方の参加意欲が高い、清掃活動や防犯パトロールのよ
うなボランティア系のイベントは、学生の参加意欲が低い。

学内 → 大学祭以外にも、定期的に住民・学生ともに参加できる
フリーマーケットや屋台を出店。

学外 → 周辺地域の祭りなどに学生主体の屋台を出店。

売り手と買い手で会話が
成立するフリーマーケット

交流が生まれる環境を創出


